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目的

対話の時間的構造はこれまで対人感情の表出の手段として注目されてこなかったが、対話において交替潜時(Switching pause; 以下SP; 図1)の使い方が重要視されることが示すように、SPが対人感情の表出に果たす役割は大きいと考えられる。これまでの研究で、親しい2者による自然対話においてSPの長さは対話者間(ペア内)で類似する傾向が認められ、この傾向は好意の表出に起因するのではないかと推測された。そこで、表出する対人感情を操作して、台本にしたがって録音音声と対話するという擬似対話の実験を行った。
方法

被験者　一般成人1名と阪大学部生9名の計10名(男5名、女5名)。うち6名は2年以上の演劇活動の経験を有する。
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刺激　台本では、知り合いの関係の2者のうち一方が相手を映画に誘う場面が描かれている。相手を誘う役柄を、演劇経験を有する女性に演じさせ録音し、刺激の台詞の1モーラあたりの長さ(以下、モーラ長)が、平均して120, 140, 160msecの3種類になるように、波形編集ソフト(Macromedia: SoundEdit 6.2J)で編集し刺激音声として用いた。試行は、被験者がキーボードのリターンキーを押すとその2秒後に刺激音声が再生される。それに続いて被験者が決められた台詞をマイクに向かって言うと、その発話終了後一定のSP(刺激のSP)をおいて、続く刺激音声が再生される(図1)。往復10回の対話が終了したところで1試行終了とする。刺激のSPは250, 500, 1000msecの3種類であった。刺激のSPおよびモーラ長は試行内で一貫していた（SP3種類×モーラ長3種類で、計9試行）。

[image: image3.png]



	
	
	被験者（上: 被験者名, 下: 性別, 演劇経験）

	
	
	MH
	K
	N
	S
	Y
	KT
	M
	I
	H
	T

	
	
	f, 有
	f, 無
	f, 有
	f, 有
	f, 有
	m, 無
	m, 無
	m, 有
	m, 有
	m, 無

	好意
	対話相手のSP
	**
	**
	**
	
	
	
	
	
	
	*

	
	対話相手のモーラ長
	
	
	
	
	
	*
	**
	
	*
	

	嫌悪
	対話相手のSP
	*
	*
	
	
	*
	**
	
	
	*
	

	
	対話相手のモーラ長
	
	
	**
	
	
	
	
	
	
	

	無関心
	対話相手のSP
	
	**
	**
	
	
	
	**
	*
	
	

	
	対話相手のモーラ長
	
	
	
	
	
	*
	
	
	
	


装置　実験は大阪大学人間科学部感性情報心理学防音室で行った。被験者の前に置かれたキーボードは防音室外に設置されたコンピュータにつながっており、コンピュータ上のアプリケーションは刺激の再生等を行った。被験者は、コンピュータで再生された刺激をヘッドフォンの左耳より聴取した。

手続き　被験者はもう一人の被験者(サクラ)と、決められた台本にしたがって、マイクとヘッドフォンを用いて非対面対話するよう教示された。サクラは、被験者にこの実験にもう一人話者がいることを確認させるため実験前だけ被験者と対面しただけで、実験中は被験者と非対面、かつ被験者と対話しない。被験者は自分が担当する台詞を確認した後、台詞を

一切変えずに対人感情の異なる3条件(好意・嫌悪・無関心)で対話した。被験者の対人感情に関わらず、対話相手(刺激)は一貫して好意的な態度で接してくると、被験者は教示されている。実験後被験者は、台本に関する質問に回答した。

結果および考察
対話相手のSPおよびモーラ長の影響　対話相手のSPおよびモーラ長が被験者のSPに及ぼす影響を調べるため、被験者の最初のSP を除く9つのSPと、対話相手のSPまたはモーラ長との間の相関を求めた。被験者全体では、対話相手のSPとの間に有意な正の相関があるが(好意r=.134; 嫌悪r=.114; 無関心r=.120; 全てp<.01)、対話相手のモーラ長との間に有意な相関は示さなかった(好意r=.060; 嫌悪r=-.044; 無関心r=-.055; 全てn.s.)。このことから、被験者のSPは対話相手のSPに対応して伸縮する傾向があると言える。本結果では、対話相手のSPと有意な相関を示す程度に対人感情条件間で顕著な相違が認められないため、一方の話者のSPが他方のSPに近似する傾向が好意の表出に起因するとは言えなかった。また、被験者別に行った分析から、相手のSPに同調する傾向に性別の組み合わせの相違や個人差がある可能性が示唆される(表1)。

発話内容の『対人的望ましさ』の影響　発話内容が相手にとって望ましいかどうかによってSPの長さが異なることが予測された。そこで、「対話相手に対してあなたの台詞がどの程度望ましいか」という質問に対する被験者の反応(7段階)に基づいて、発話内容の『対人的望ましさ』を高・中・低の3つに分類した。対人的望ましさが低い台詞群のSPは嫌悪条件における方が好意条件におけるよりも有意に短いが、対人的望ましさが中・高程度の台詞群のSPは好意条件における方が嫌悪条件におけるよりも有意に短かった(対人感情と対人的望ましさとの間の有意な交互作用; F(4, 2691)=8.96, p<.01)。この結果は、好意条件における被験者が、対人的に望ましくない発話はSPを長くとることによって自らがその発話内容を強調したくないと考えていることを表現し、対人的に望ましい発話ではSPを短くすることによって自らがその発話内容を強調したいと考えていることを表現していると解釈できる。このように話者の発話内容に対する認知をSPに反映させることによって、相手に対する好意を間接的に表現していると考えられる。

今後の課題　本結果から示唆された、性差や個人差によって相手のSPの影響の受けやすさが異なる可能性については検討する必要がある。さらに、SPが聞き手による対人感情の理解に及ぼす影響に関して検討する予定である。
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図2　発話内容の対人的望ましさとSPの関係

表1 対話相手のSPおよびモーラ長と各被験者のSP間の相関分析(n=81)


 ** p<.01, * p<.05
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